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令和２年度事業報告 

 

Ⅰ．公益目的事業 

海の恩恵をはじめとする海事思想の普及宣伝に努め海事知識の啓発を図ることを 

  目的に、当協会の公益目的事業と（公財）日本海事広報協会及び（一財）日本モー

ターボート競走会からの受託事業を連携させ、海事知識の普及事業等の公益目的事

業を実施しました。 

本年度は新型コロナウィルスの感染拡大防止を考慮し、計画していました事業の

一部は中止となりましたが、内容を変更し代替事業を実施しました。 

 

１．体験活動等（事業区分４） 

 （１）青少年の海事意識啓発 

     小学生を対象にした海洋博物館等の海事施設見学や、船舶を利用した海洋・沿岸環 

   境の乗船ウオッチング等の体験学習会を実施し、青少年の海事知識啓発に努めまし 

   た。  

   船との出会い事業 （公財）日本海事広報協会からの受託事業 

   ①校外学習 

兵庫県下の小学校３・５年生を対象とした校外学習を実施しました。 

体験学習会を通じて海への理解と関心を深めてもらうことを目的に、９月中旬から

１２月上旬にかけて、神戸海洋博物館の見学及び港内乗船ウオッチングを実施し青

少年に対する海事意識の啓発を図りました。 

参加校５校    児童４３４名  教師２８名 

    

    ②海事施設見学～みなとのちから～ 

    毎年夏休み時期に実施していました海事施設見学を、新型コロナウィルス感染拡大

防止対策により手法を変え神戸運輸監理部と共催し、兵庫県下の小学生を対象に海

事施設等を見学できるチケットを抽選で配布しました。 

親子で各自海事施設見学会（神戸海洋博物館、神戸ポートタワー、港内乗船ウオッ

チング）をし、海事体験の感想文、写真、アンケートを提出してもらいました。 

実施日８月～１１月   参加者数４４名（子供２３名、保護者２１名） 

 

   ③神戸みなと体験～ロープワークで遊ぼう～ 

   イ 神戸市港湾局と共催しステイホームで楽しめるワークショップを開催しまし

た。神戸海事広報大使 6名とその保護者を対象に、浮き輪のストラップ作り、

ロープワーク、海のことを知ろう〇×クイズ等を行いました。 

        実施日 12 月 12 日   参加者数１２名（子供６名、保護者６名） 

   ロ 神戸市港湾局と共催しステイホームで楽しめるワークショップをオンライン

で開催しました。新型コロナウィルス感染症の影響で実際に現場での体験が困

難な状況において、ご自宅から少しでも海に親しんでもらおうと ZOOM での体



- 2 - 

験を試みました。一般公募による参加者は６名でしたが、「実体験のイベント

が少なくなったが距離感もなくアットホームに楽しめで良い体験ができた」等

々の意見を頂戴しました。 

    

２．キャンペーン、海の月間（事業区分８） 

（１）「海の日」・「海の月間」関連行事広報 

   （公財）日本海事広報協会からの受託事業として、「海の日」・「海の月間」関連行事 

広報を推進します。 

       

       ７月１日～３１日「海の月間」横断幕を神戸ポートタワー西側連絡橋に掲出 

        ７月２０日  日本海事新聞社「海の日記念特集号」に広告掲載 

       ７月２３日  「海の日」において、「海の日記念式典」及び「海の日を祝う会」  

              に代わり、YouTube にて「受賞者の紹介と祝意を表す映像」並び 

           に「子供から大人まで楽しめる海に関する動画」を配信 

 

（２）国土交通省海事功労者等表彰式典 

            中 止（YouTube にて配信） 

 

（３）海浜・港湾の清掃 

   （公財）日本海事広報協会の行う「全国ビーチウオーク＆クリーアップ大作戦」を

実施し、海洋環境保護の啓発に努めました。 

 

   ・全国ビーチウオーク＆クリーアップ大作戦 

 ６月１２日  「竹野浜海岸を美しくする会」竹野浜海岸、切浜海岸等 

参加者約３５０名     ゴミ収集量 約１．５ｔ 

              竹野町社会福祉協議会等 20 団体 

       ７月１日   「念法寺」 洲本大浜海岸、炬口海岸   

              参加者約１００名     ゴミ収集量 約１ｔ 

              念法寺関係者及び地元住民 

      

７月４日   「香美町香住観光協会」 香住海岸一帯 

参加者約２００名     ゴミ収集量 約１ｔ 

              各地区観光協会及び地元住民 

 

３．展示会、○○ショー（事業区分９）     

  海の絵画コンクールの入賞者３６名について７月１７日～８月３１日間、中突堤旅客タ

ーミナル 2 階にて展示会を開催しました。（来場者数 約２，０００名） 

 

４．表彰、コンクール（事業区分１４） 

  （１）海の絵画コンクール 
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  幼稚園、小学生、中学生を対象にした「海の絵画コンクール」を、神戸運輸監理部・ 

 兵庫県教育委員会・神戸市教育委員会の後援を得て実施し、青少年の海に対する関心  

 を高めました。 

  神戸市小学校教育研究会図工部長による審査の結果、４部門（幼稚園、小学校低学年、 

 高学年、中学校）にそれぞれ金賞１、銀賞３、銅賞６及び佳作６８点が選ばれました。 

  （ただし、中学の部については金賞１点、銀賞２点、銅賞３点） 

     （中学の部） 

          応募校      ６校          応募作品       ６点                 

     （小学校の部） 

          応募校       ４２校     応募作品     １４９点 

（幼稚園の部） 

     応募校     １６園       応募作品      ６０点                 

               計 ６４校（園） ２１５点                  

 

 入賞者表彰式      中止のため、YouTube にて入賞作品の映像を配信 

     展示会    7 月 17 日（金）～8 月 31 日（月）中突堤旅客ターミナル 2 階 

 

（２）小学生海の作文コンクール 

    小学生を対象にした「海の作文コンクール」（（一財）日本モーターボート競走会 

  からの受託事業）を神戸運輸監理部・兵庫県教育委員会・神戸市教育委員会の後援 

  を得て実施し、３校から１４７点の応募がありました。 

  応募作品は、神戸市教育委員会指導主事の審査により入賞作品１０点と佳作８点  

  が選ばれました。表彰式はコロナ禍により中止となりました。 

 

５．上記の事業区分に該当しない事業（事業区分１８） 

  （１）海事知識の普及事業 

各種イベント会場等を利用して、小中学生を中心とした児童向けの海事知識普及のた

めの資料や海の日グッズ等の配付を行いました。 

  （２）資料の整備作成及び配付 

      （公財）日本海事広報協会作成の広報資料の配付を行うとともに協会会報誌の発行

を行い、海事思想の普及を図りました。 

 

 Ⅱ．その他事業（相互扶助等の事業） 

 １． 「海の日」を祝う会 

    中止となったため、その代わりとして「子供から大人まで楽しめる海に関する動

画」を当広報協会が運営する「海の日チャンネル神戸」にて配信しました。 

      

Ⅲ．庶務事項 

   ◎第１回理事会（決算・書面理事会） 

          令和２年４月２０日     （理事会の決議があったとみなされた日） 
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   ◎第５７回定時総会 

          令和２年５月２０日    １０：３０  早駒運輸㈱会議室 

   ◎第１回企画委員会  

           中 止  （書面にて令和２年度事業中間報告） 

   ◎第２回理事会（予算・書面理事会） 

令和３年３月１０日     （理事会の決議があったとみなされた日） 

 ◎その他 

       ４月 ８日  監事による内部監査 

    ４月１６日 姫路海の日協議会役員会議（書面決議） 

       ６月 ８日 「第 50 回みなとこうべ海上花火大会」第１回実行委員会（書面決議）  

   ６月２４日 神戸市客船誘致協議会監査 

    ７月３０日  第 49 回みなとこうべ海上花火大会監査 

８月 ３日 神戸市客船誘致協議会総会（書面決議） 

８月１１日 メリケンパーク協議会監査 

８月１８日 「第 50 回みなとこうべ海上花火大会」第２回実行委員会 

   １１月１３日 第 17 回神戸海事地域人材確保連携協議会（書面決議） 

    ２月１０日 オンラインにて全国事務局長会議 


